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1. 昭和34年 ４月 より， 兵庫県 水産試 験場に於て， 沿

岸漁業 集約経 営調査 が行なわれてい る。 この調査に参加

し,   34年 ７月から35年 ６月 までの内海即ち播摩 灘に面 す

る兵庫県 の漁家 の精 密調査 の中の家 計簿を整理し， その

家 計状況 を知 る事。

2. 水産庁 の統計調査用紙の形式 と同様のものを用い

水 産試験場の抽出漁家 に配布記入してもら ったものを集

め整理統計し た。

3.　盛漁期に於ける収入は相当多 く，給料生活 者等 か

らみれば全 く羨 ましい 限りであるが，それ だけ に漁業 支

出もかさみ生活費 につい てのゆとりは少 ない様で ある。

また冬 の閑漁期 は全 く赤 字つづ きで夏 の盛 漁期 の貯蓄 で

まかなってい る状態が明確 になった。また漁家 の因習 等



により交際費の多い事も目立つ，大阪，神戸等の大都市

をひかえこの明石 地方 の魚 は特別鮮魚 として上ものであ

るため魚 の価格も高いので，漁家が現物消費する価格の

見積りも相当高い。この関係がエングル係数にもひび く

様である。漁家の家計の構造は他の職業の家計構造 とは

相当 な違いがある。
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